
講座番号 ３３５５ 平成２２年度 化学の最先端実験講座実施要項

１ 目 的 先端的な化学の研究を行っている大学と連携を図り，最新の研究成果を

実験・実習を通して学ぶことにより，今後の中・高等学校の化学教育の一

層の充実を図る。

２ 対 象 １年を経過した中・高等・特別支援学校理科担当教員 １６名

３ 期 日 ８月２４日（火）

４ 会 場 千葉大学

〒263-8522千葉市稲毛区弥生町１－３３

５ 内 容 受付（５号棟１０５講義室） 9:00～9:25

研修 9:30～12:30 13:30～16:30

月 日 時 間 主 題・内 容 講 師・助言者 会場等

9:30～ オリエンテーション 総合教育センター所 千葉大学

9:50 員 工学部

５号棟

9:50～ <講義> 千葉大学大学院共生 １０５講

12:30 「希少金属の補習と高分子 応用化学専攻 義室

化学」 教授 斎藤 恭一

「バイオマス燃料と触媒化 千葉大学大学院共生

８ 24 学」 応用化学専攻

教授 佐藤 智司

火

13:30～ <実習Ⅰ> 千葉大学

16:30 「金属イオン捕集性能を評 千葉大学大学院共生 工学部

価する：多孔性キレート 応用化学専攻 ６号棟

シートの吸着速度の測 教授 斎藤 恭一 ５階

定」 実験室

<実習Ⅱ>

「シリカゲルをつくる：酸 千葉大学大学院共生

・塩基触媒によるケイ酸 応用化学専攻

の重合」 教授 佐藤 智司

※講師及び主題については，変更する場合もあります。

６ その他

（１）やむを得ない理由で欠席する場合は，事前に下記担当まで連絡するとともに，

「平成２２年度研修事業の手引」の様式３により，文書で報告してください。

（２）駐車場がありませんので，公共の交通機関を利用してください。

（３）昼食については，学生食堂等を利用するか，各自で弁当を持参してください。

（４）実験・実習がありますので，白衣と安全メガネを持参してください。

（５）その他不明な点は，下記担当まで問い合わせください。
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担 当 カリキュラム開発部

研究指導主事 平 石 武
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